
なんでも体験隊でお米の収穫を行いました！ 

 

御代田町公民館が主催する食農体験事業「なんでも体験隊」では、佐久農業農村支援セン

ターと御代田町青年クラブ（浅間クラブ）が活動をサポートしています。 

参加者は御代田町在住の親子が中心で、本年度は 16組の親子が参加しています。農業体

験のほか、御代田産小麦を使ったピザづくりや餅つきなど、全８回のさまざまな体験活動を

予定しています。 

９月 19日に開催した第５回なんでも体験隊では、稲刈りを行いました。今回収穫した稲

は、５月 23日の第２回活動で参加者自身が田植えをしたものです。 

当日は、支援センター職員が米の栽培に合わせて作成した紙芝居を使いながら、浅間クラ

ブの皆さんと一緒に苗の植え方や鎌の使い方、はぜかけの方法などを説明し、活動をサポー

トしました。 

参加した子どもたちからは、「鎌を使うのは難しかったけれど楽しかった」「自分で植えた

お米を収穫出来て嬉しかった」といった感想が聞かれました。毎年参加している子もいれば、

今回初めて田んぼに入った子もおり、それぞれが貴重な体験を楽しんでいる様子でした。 

また、浅間クラブの皆さんも子どもたちに優しく田植えや稲刈りを教えながら、参加者と

の交流を楽しんでいました。 

近年、都会からの移住者も増えている御代田町にとって、このように親子で農業を体験で

きる機会はとても貴重です。こうした活動を通じて、農業や食への関心が高まり、将来の地

域農業を支える担い手が育っていくことを期待しています。 
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